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「食品ロスって何？～基礎知識編～」 

『食品ロス』は、まだ食べられるのに捨てられてしまう食品のことです。日本における食品ロスは、５

２２万トン（令和２年度推計値）発生しています。これは、国民１人当たり１日約１１３g（茶碗約１

杯のごはんの量）を捨てていることになります。 

そこで、今回と次回の２回に分けて食品ロスについてそれぞれご紹介します。今回は、基礎知識に

ついてです。次回は、家庭でできる実践編についてご紹介します。 

担当：尾張旭市環境課ごみ減量係（TEL：0561-76-8135）  

    

Q. 食品ロスってどこから発生するの？ 

A. 生産者から消費者まで、食品が届くまでの一連の流れを、フードサプラ

イチェーンと呼びます。食品を取り扱うときに、フードサプライチェー

ンの各段階で、食品ロスが発生しています。 

 

家庭からの食品ロスの行方 

家庭からの食品ロスは、一般廃棄物の一部として処理されます。焼却処分するためのごみ処理事業経費は、 

国全体で約 2.1兆円（令和元年度実績）かかっています。 


